
Feel�the�Shogun�Culture�at�NEOLD�Private�House!�

�
NEOLD プライベートハウスでは、単なる体験ではなく、⽇本伝統⽂化に没⼊できる�

プランを提供しています。�
�
歴史を振り返れば、将軍は剣術や武道に秀でた家⾂を抱えただけではありません。実際のと
ころ、将軍は能楽、茶道、書道など、幅広い伝統芸術の庇護者であり、芸能を数多く抱えて
いました。�

�
NEOLDのお客様も同様に、能
楽師、剣術師範、料理⼈など、
選ばれた伝統芸能や職⼈を
「御⽤達（ごようたし）」とし
て迎えることができます。「御
⽤達」とは、本来は将軍が特定
の職⼈に授けた称号であり、
必要に応じて召し出される存
在を意味しています。�
�
�

このようにして、新しいライフスタイルが⽣まれます。つまり、世界のどこにいても、昔の
将軍のように「御⽤達」と共に⽇本⽂化を享受できるのです。�
�
�



NEOLDプライベートハウスは、未来の世代のため
に⽇本伝統⽂化を守り、その価値を世界へ広めるた
め、各分野の第⼀⼈者を集めました。このような匠
たちは、NEOLDのお客様のためにだけ技術を披露
することも、また⽇本国内だけでなく世界の各地に
出向き「御⽤達」として仕えることも可能です。お
客様とNEOLDが⼿を組むことで、⽇本の伝統⽂化
はこの世代だけでなく、未来の世代へも受け継がれ
ていくのです。�
�
特別な晩餐やウェディングのために専属の料理⻑を招くこと�
ご⾃⾝の別荘の庭に能舞台を建設すること�
企業イベントで剣術師範による演武を披露すること�
邸宅やオフィスに書家の名筆を飾ること�
が可能です。�
伝統⽂化の巨匠を「御⽤達」として抱えることで、その可能性は無限に広がります。�
�
NEOLDプライベートハウスがご紹介できる「御⽤達」の⼀例となります。�
�
�
�
能・狂⾔師�
徳川将軍は、能・狂⾔を公的な儀礼の場を構成する要
素の⼀つとして考え、政権運営のシステムに組み込
みました。�
能・狂⾔は将軍の教養・娯楽に使⽤されたことがあ
り、また接待の道具と位置付けられました。そのた
め、江⼾城をはじめ各地の城には能舞台が建設され
ました。�
能楽は祝い事や節⽬の⾏事に必ず催されていまし
た。�
�
�
�
�
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茶道師�
茶道は、亭主が客⼈にお茶を点て振る舞い、客⼈
をもてなすための芸術⽂化です。野点は野外でお
茶を点てて楽しむ茶会のことです。�
茶道師は、お客様の邸宅や別荘、企業などを訪れ、
静寂と永遠性を感じさせるひとときを提供しま
す。�
�
�
�
�
�
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�
書家�
書道は書く⽂字の美しさを表す東洋の芸術です。書道は昔
から、⼈間修養の⽅法の⼀つでした。�
字を書くだけでなく、感情や思いを込めて書くものです。�
書道の名匠は、邸宅、別荘、オフィス等を飾る作品も、寺
院や美術館に飾っても遜⾊ない傑作の制作を承ります。�
�
�
�
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料理⼈�
将軍家に仕える調理の役⼈は単なる料
理⼈ではなく、将軍の健康や威信を守る
存在でもありました。�
将軍に毒を盛られないよう護衛しなが
ら、旬の⾷材をもって栄養のとれた料理
を供しました。宴は外交の場でもあり、
料理はおもてなしを感じさせるもので
した。�

また薬膳の考えも取り⼊れられて、料理は将軍の⼼⾝を整える役割も果たしていました。�
古来の儀式と現代のラグジュアリー感を体現した特別な料理をつくり、この伝統を蘇らせ
ます。�
�



剣術師範�
将軍家の剣術師範は武芸の指導者でありながら、
規律・名誉・戦略的洞察⼒の守護者としての役割
も担っていました。�
将軍に剣術の技を指導し、将軍の戦闘能⼒が⾝体
的な熟達と精神的な鋭敏さの両⽅を体現するも
のとなるようにつとめました。技術的な熟練を超
え、剣術師範は武⼠道の精神を教え込み、⼑を統
率⼒、忠誠⼼、そして道徳的強靭さと結びつけて
いました。�
この芸能を臨場感溢れる稽古や演武として体験
でき、お客様は将軍の世界に浸り、⽇本武芸の厳
格さと優美さを体感いただけます。�
�
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⼿妻師�
⽇本独⾃に発展した奇術の芸です。⽇本
の伝統美と融合し、奇術的な不思議さの
中に⽇本独⾃の美しさや世界感が凝縮�
された芸能です。�
⼀流の⼿妻師によるプライベート公演を
お楽しみいただけます。かつて⽇本の最
⾼位の⼈々をも魅了した神秘的な芸術を
味わうことができます。�
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